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子
ど
も
の
声
の
中
で

　
高 

橋
　
弥 

生

 

《
恵
み
に
生
か
さ
れ
て
》

　
　『
神
様
、
今
日
も
あ
な
た
の
御
心
に
か
な
う

行
い
が
出
来
ま
す
よ
う
に
』
と
毎
朝
の
礼
拝
で

捧
げ
る
お
祈
り
。
　

　
私
が
子
ど
も
達
と
の
生
活
を
始
め
て
25
年
以

上
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
…
。学
校
を
卒
業
し
、当

時
八
王
子
の
司
祭
で
あ
ら
れ
た
田
光
司
祭
様
の

ご
助
力
で
、
盛
岡
の

仁
王
幼
稚
園
に
就

職
。
全
く
知
ら
な
い

地
で
、
只
々
神
様
に

導
か
れ
て
…
と
い
う

思
い
で
し
た
。
教
会

の
敷
地
内
に
幼
稚
園

が
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
教
会
生
活
と
共
に
教
師

と
し
て
、子
ど
も
達
と
の
生
活
に
心
底
、喜
ん
で

お
り
ま
し
た
。
　
　

　
し
か
し
、そ
の
後
八
王
子
に
戻
っ
て
か
ら
は
、

全
く
キ
リ
ス
ト
教
と
は
無
縁
の
幼
稚
園
、
保
育

園
、障
害
児
施
設
と
、そ
の
時
必
要
と
さ
れ
る
所

で
夢
中
で
働
き
、ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
の
生
活

か
ら
も
離
れ
て
い
き
ま
し
た
。　
　

　
そ
ん
な
生
き
方
に
「
こ
れ
で
本
当
に
い
い
の

か
な
？
」と
思
い
始
め
た
頃
、再
び
聖
公
会
の
し

か
も
八
王
子
の
幼
稚
園
で
働
く
機
会
が
与
え
ら

れ
ま
し
た
。
な
ん
と
い
う
お
恵
み
で
し
ょ
う

か
！
　
ま
る
で
放
蕩
息
子
の
よ
う
に
、
教
会
か

ら
離
れ
て
い
た
私
を
両
手

を
広
げ
て
受
け
入
れ
て
下

さ
っ
た
神
様
に
、心
か
ら
感

謝
で
す
。

　
で
は
、こ
の
与
え
ら
れ
た

恵
み
を
生
か
し
て
い
く
と

は
…
、と
思
い
煩
う
私
の
前

に
、
今
朝
も
「
先
生
、
お
は
よ
う
！
」
と
背
中

に
羽
を
付
け
た
天
使
達
が
や
っ
て
来
ま
す
。
　

　
こ
の
神
様
の
贈
り
物
で
あ
る
子
ど
も
達
の

日
々
の
様
々
な
声
に
一
つ
一
つ
応
え
て
い
く
こ

と
が
神
様
の
御
心
に
叶
う
こ
と
、
生
か
さ
れ
る

こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
主
に
感
謝
。
　

　
　
　
　
　
　   

　（
八
王
子
復
活
教
会
信
徒
）
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◇
９
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
わ
か
ち
あ
い
募
金
の
た
め
▽
山
谷

兄
弟
の
家
伝
道
所
ま
り
や
食
堂
の
働

き
の
た
め
▽
タ
イ
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者

及
び
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
発
症
者
支
援
の
た
め

▽
心
臓
病
児
保
育
活
動
の
た
め

《
奉
献
先
か
ら
》

　
　
山
谷
・
ま
り
や
食
堂
　
　
　
　

　
日
雇
い
労
働
者
の
街
山
谷
も
一
般

の
人
々
向
け
の
ホ
テ
ル
が
出
現
し
、

ま
た
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
の
姿
が
目
立

つ
。山
谷
は
そ
の
よ
う
な
変
貌
の
中

で
労
働
者
が
高
齢
化
し
そ
の
結
果
生

活
保
護
者
が
激
増
し
た
。ま
た
そ
の

高
齢
化
と
日
雇
い
の
労
働
の
激
減
に

よ
っ
て
路
上
生
活
者
が
増
え
た
。食

堂
で
は
低
価
格
の
弁
当
を
提
供
し
て

生
活
保
護
者
や
路
上
生
活
者
の
生
活

を
少
し
で
も
支
え
た
い
と
願
っ
て
い

る
。毎
日
百
人
を
越
す
方
々
が
買
い

に
こ
ら
れ
る
の
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
材
が
必
要
で
あ
る
。
同
時
に
低
価

格
を
維
持
す
る
た
め
に
献
金
、
献
品

を
願
っ
て
い
る
。
　（
山
谷
兄
弟
の
家

伝
道
所 

牧
師 

菊
地
　
譲
）

◆
教
役
者
レ
ク
イ
エ
ム

９
月
19
日
（
水
）
午
前
10
時
半
　

 
今週・来 週 の予 定

　９月16日～29日

主
教
座
聖
堂

説
教 

司
祭 

竹
内
謙
太
郎

▽
司
祭
根
岸
卯
太
郎
▽
司
祭
巽
芳
三

郎
▽
司
祭
石
黒
千
秋
▽
司
祭
菅
円
吉

▽
主
教
野
瀬
秀
敏
▽
司
祭
今
井
直
道

▽
司
祭
佐
々
木
厚
▽
司
祭
今
井
寿
道

▽
伝
道
師
小
川
英
子
▽
執
事
堀
正
義

▽
司
祭
伊
東
祐

１６（日）聖霊降臨後第１６主日
主教巡回　神田キリスト教会
外濠Ｇ教会協議会　（目白）
環状Ｇ教会協議会　（池袋）
多摩Ｇ教会協議会　（小金井）

１８（火）小平墓地委員会
礼拝音楽委員会
財政委員会

１９（水）教役者レクイエム（主教座）
月島聖公会将来計画検討特別委

２０（木）主教座聖堂活動委員会
２１（金）城南Ｇ牧師協議会（聖オルバン）

聖職養成委員会
２３（日）聖霊降臨後第１７主日

主教巡回　浅草聖ヨハネ教会
城南Ｇ教会協議会（聖アンデレ）
山手Ｇ教会協議会
　　　　　（聖マーガレット）

２４（月・休）教区フェスティバル
　　     　　　　　　　（立教小学校）
２５（火）銀座朝祷会
２６（水）信徒講座＝塚田司祭（聖バルナバ）
２８（金）信仰と生活委員会
　　　　 教役者待遇調査委員会

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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正
義
と
平
和
協
議
会

運
営
委
員
会
報
告（
９
月
５
日
）

　
報
告
と
協
議
事
項
か
ら
。

・
「
管
区
憲
法
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
講

演
会
報
告
（
一
〇
四
名
出
席
）
。

・
日
の
丸
君
が
代
強
制
問
題
に
つ
い

て
の
取
組
み
、
経
過
報
告
。

・
教
区
施
行
規
則
、
協
議
会
運
営
規

定
の
見
直
し
（
継
続
審
議
）
。

・
次
号
「
協
議
会
便
り
」
の
発
行
を

秋
の
教
区
会
を
め
ど
に
。

　
▽
立
教
女
学
院
創
立
１
３
０
周
年

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
　
　「
文
化
財
で
聴

く
オ
ル
ガ
ン
②
＝
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

礼
拝
堂
で
奏
で
ら
れ
た
音
楽
」
、
９

月
29
日
（
土
）
14
時
、
同
院
聖
マ
ー

ガ
レ
ッ
ト
礼
拝
堂
で
。レ
ク
チ
ャ
ー

と
演
奏
＝
岩
崎
真
実
子
、合
唱
＝
同

院
高
等
学
校
聖
歌
隊
。
２
千
円
。
照

会
℡
03
（
５
３
７
０
）
３
０
３
８
。

　
▽
聖
オ
ル
バ
ン
教
会
オ
ル
ガ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
　
演
奏
＝
教
会
オ
ル
ガ
ニ

ス
ト
の
デ
ル
・
カ
ー
ン
、
教
会
音
楽

の
数
々
。
９
月
30
日
（
日
）
14
時
半

来
聴
歓
迎
。
無
料
。
℡
03
（
３
４
３

１
）
８
５
３
４
・
会
場
教
会
。

　
▽
「
障
害
者
」
関
連
活
動
連
絡
会

主
催
「
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
」
　
皆

が
ひ
と
り
の
た
め
に
、
１
人
が
皆
の

た
め
に
…
の
テ
ー
マ
で
今
年
も
、
自

然
豊
か
な
環
境
下
の
埼
玉
嵐
山
町
・

国
立
女
性
教
育
会
館
で
10
月
７
日

（
日
）
～
８
日
（
月
・
休
）
に
。
貸
切

バ
ス
利
用
の
た
め
牛
込
聖
バ
ル
ナ
バ

教
会
集
合
（
15
時
）
・
解
散
。
先
着

50
人
（
９
月
30
日
締
め
）
。
費
用
３
千

円
（
バ
ス
代
・
宿
泊
費
・
２
日
目
昼

食
代
）
。
照
会
・
申
込
み
℡
＝
03
（
３

２
６
８
）
８
０
６
７
（
聖
バ
ル
ナ
バ

教
会
気
付
）。

　
▽
市
川
聖
マ
リ
ヤ
教
会
浦
安
集
会

（
横
浜
教
区
）講
演
会
　
い
の
ち
を
考

え
る
シ
リ
ー
ズ
「
生
き
る
こ
と
の
意

味
」
、
９
月
22
日
（
土
）
13
時
30
分
～

15

時
30

分
、
浦
安
市
民
プ
ラ
ザ

W
A
V
E
1
0
1

中
ホ
ー
ル
。
講
師
＝
秋
葉

晴
彦
司
祭
（
北
関
東
教
区
）
。
入
場
無

料
。
照
会
℡
０
４
７
（
３
５
４
）
２

５
１
６
・
同
集
会
宛
。

　
▽
東
京
聖
三
一
教
会
で
牧
師
新
著

を
販
売
中
　
長
谷
川
正
昭
司
祭
著

『
瞑
想
と
キ
リ
ス
ト
教
～
牧
師
が
試

み
た
禅
・
タ
オ
・
密
教
の
世
界
～
』

（
新
教
出
版
社
・
本
体
価
格
千
９
百

円
）
を
、「
著
者
の
心
の
遍
歴
を
綴
っ

た
独
創
的
な
神
学
論
と
も
い
う
べ
き

…
」
と
推
奨
。
照
会
・
申
込
み
は
同

教
会
宛
に
、
℡
03
（
３
４
２
１
）
３

６
４
６
。
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【
学
び
と
働
き
か
ら
】
54

日
韓
青
年
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

　
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
了
し
て
62

年
。
こ
の
間
に
日
韓
の
関
係
は
劇
的

に
変
化
し
た
。
二
つ
の
国
の
若
者
た

ち
が
肩
を
並
べ
平
和
に
つ
い
て
話
し

合
う
日
が
来
る
な
ん
て
、60
年
前
の

一
体
誰
が
想
像
し
た
だ
ろ
う
。
今
年

の
日
韓
聖
公
会
青
年
交
流
セ
ミ
ナ
ー

（
８
月
９
日
～
14

日
・
韓
国
ソ
ウ

ル
・
日
本
聖
公
会
青
年
委
員
会
共

催
）
を
通
し
て
、
私
た
ち
参
加
者
は

平
和
に
つ
い
て
、
実
に
多
く
の
こ
と

を
学
び
、
そ
し
て
話
し
合
っ
て
き

た
。
北
朝
鮮
脱
北
問
題
、
靖
国
問

題
、
在
日
韓
国
朝
鮮
人
問
題
、
従
軍

慰
安
婦
問
題
…
。
一
見
す
る
と
平
和

そ
の
も
の
に
見
え
る
日
韓
関
係
で
あ

る
が
、
そ
の
裏
に
は
ま
だ
ま
だ
未
解

決
の
ま
ま
の
多
く
の
問
題
を
抱
え

て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
苦
し
ん

で
い
る
た
く
さ
ん
の
人
々
が
い
る

こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
６
日
間
は
、

日
韓
の
歴
史
か
ら
見
れ
ば
ほ
ん
の

些
細
な
出
来
事
で
し
か
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
現
在
の
日
韓

関
係
も
一
日
で
成
し
え
た
も
の
で

は
決
し
て
な
く
、
小
さ
な
日
々
の

積
み
重
ね
で
実
現
し
た
も
の
だ
。

わ
ず
か
な
一
歩
で
し
か
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
確
実
に
私
た

ち
は
歩
み
だ
し
て
い
る
。
一
緒
に

す
ご
し
た
日
々
は
決
し
て
無
駄
な

も
の
で
は
な
い
。
二
つ
の
国
の
未

来
へ
向
け
て
、
一
人
一
人
が
平
和

の
種
と
し
て
生
き
て
ゆ
き
た
い
も

の
で
あ
る
。

 
 

　
　
聖
マ
ル
コ
教
会
　
広
谷
基
子

《
今
、
こ
の
教
会
で
は
…
》

浅
草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会

　
　「
あ
の
会
」
と
い
う
、
当
教
会
で

の
小
さ
な
井
戸
端
会
議
が
始
ま
っ

て
、１
年
余
に
な
り
ま
す
。メ
イ
ン
は

生
け
花
の
勉
強
会
で
す
が
、
そ
こ
は

名
の
通
り
堅
苦
し
く
な
く
、
個
性
豊

か
な
各
人
が
、
そ
の
ま
ま
の
自
分
を

出
し
て
花
道
に
親
し
ん
で
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
今
の
と
こ
ろ
信
徒
の
み

で
す
が
、
い
つ
か
は
近
隣
の
方
々
と

の
交
流
を
と
考
え
て
い
ま
す
。
決
め

事（
毎
月
原
則
的
に
第
３
水
曜
日
）は

あ
ま
り
な
く
、
お
喋
べ
り
は
多
岐
に

亘
り
、
先
ず
は
楽
し
み
、
少
し
癒
さ

れ
、
何
か
が
つ
か
め
た
ら
と
思
い
ま

す
。も
ち
ろ
ん
、礼
拝
堂
を
彩
る
切
り

花
に
、
も
う
一
度
の
生
命
を
吹
き
込

み
な
が
ら
…
。
気
軽
に
の
ぞ
い
て
み

て
下
さ
い
。　
　 

　
　（
高
津
寿
江
）


